







































































の後 00 年代にかけて 60％を超えるところまで上
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ということ自体を行わない





















































































































































簿を利用した層化多段抽出法で 10, 200 ケースが





























































































































が中国である。2009 年時点で肯定の 23. 7％を否
定の 43. 8％が圧倒している。2013 年には肯定が
7.8％に減少し、否定が 72.7％に増大することで、
肯定と否定の差が大きくなっている。2017 年は
肯定が 9.8％で否定が 67. 1％となっており、2013
図表3　外国好感度の時点比較
韓国 中国 ロシア アメリカ
2009 2013 2017 2009 2013 2017 2009 2013 2017 2009 2013 2017
+3 6.0 2. 5 2. 3 2. 8 0. 8 0. 8 1. 9 1. 8 1. 6 10. 2 12. 4 8. 5
+2 15.1 7. 8 7. 7 7. 0 1. 7 2. 1 5. 2 6. 5 4. 4 23. 6 30. 8 24. 8
+1 22.3 15. 1 15. 6 13. 9 5. 3 6. 9 13. 9 16. 3 11. 7 27. 1 26. 7 28. 7
0 29.6 24. 9 24. 6 27. 2 15. 7 18. 6 38. 6 41. 6 37. 8 25. 6 21. 5 27. 0
-1 9.3 13. 1 12. 9 14. 8 14. 1 14. 7 14. 5 14. 3 16. 9 4. 2 2. 9 3. 9
-2 5.7 12. 7 13. 3 10. 6 16. 2 17. 3 7. 7 7. 8 10. 4 2. 2 1. 1 1. 5
-3 6.7 19. 7 18. 8 18. 4 42. 5 35. 2 9. 4 5. 5 10. 2 1. 8 0. 8 1. 0
DK,NA 5.4 4. 0 4. 8 5. 3 3. 7 4. 5 8. 8 6. 1 7. 2 5. 3 3. 8 4. 5





ロシアは 2009 年の肯定が 21. 0％で否定が
31. 6％、2013 年の肯定が 24. 5％で否定が 27. 7％、
2017 年の肯定が 17. 6％で否定が 37. 5％と、肯定
を否定が上回る形で推移しているが、2013 年以
降の韓国や全時点での中国ほど否定が多いわけで
はない。中間（0）が 2009 年の 38. 6％、2013 年




アメリカは 2009 年の肯定が 60. 9％で否定が
8. 2％、2013 年の肯定が 69. 9％で否定が 4. 9％、





























重要でないの 40. 2％を上回っており、2017 年も
重要が 53. 5％、重要でないが 44. 5％と同傾向が
続いている。
祖先という要件に関する回答は、2009 年で重
要の 52. 8％が重要でないの 44. 0％を若干だが上
回っている。2013 年は重要が 62. 6％であり重要
でないが 35. 8％とその差が開いている。2017 年










2009 2013 2017 2009 2013 2017
とても重要だ 18.3 28.1 25. 0 23. 0 30. 0 18. 3
まあ重要だ 24.8 29.8 28. 6 29. 8 32. 5 24. 8
あまり重要でない 37.0 32.2 35. 0 34. 0 29. 4 37. 0
まったく重要でない 16.8 7. 9 9. 4 10. 0 6. 4 16. 8
DK,NA 3.2 1. 9 2. 0 3. 2 1. 7 3. 2








なく、2009 年が 76. 1％、2013 年が 81. 0％、2017
年が 82. 4％とわずかだが増える傾向にある。愛
国心教育についても重要だという回答が半数前後
を占めるが、2009 年が 57. 5％、2013 年が 54. 6％、
2017 年が 47.8％と若干だが減少する傾向にある。
国旗と国歌については重要だとする回答が半分を
超えている。値は 2009 年 61. 3％から 2013 年の















2009 年の 55. 4％から 2013 年の 66. 8％に増え、
2017 年は 66. 8％と横ばいとなっている。中国人
の対する反対は 2009 年の 65. 8％から 2013 年の
75. 9％に増え、2017 年は 75. 1％とほぼ横ばいと
なっている。両者ともに反対が過半数を超えてい
る。それとは対照的に、アメリカ人に対する反対







2009 2013 2017 2009 2013 2017 2009 2013 2017
そう思う 45.6 44.9 46. 2 27. 1 21. 6 16. 3 35. 2 44. 5 42. 2
ややそう思う 30.4 36.1 36. 2 30. 4 32. 9 31. 5 26. 1 29. 5 31. 7
どちらともいえない 16.3 13.5 13. 0 24. 1 25. 4 29. 3 19. 2 15. 0 15. 4
あまりそう思わない 3.5 2.8 1. 9 8. 9 12. 7 14. 5 9. 6 5. 9 6. 1
そう思わない 1.7 1.0 0. 9 6. 9 5. 3 6. 6 7. 3 3. 5 2. 9
DK,NA 2.5 1. 8 1. 9 2. 6 1. 9 1. 9 2. 7 1. 6 1. 7




2009 2013 2017 2009 2013 2017 2009 2013 2017
賛成 8.0 6.7 6. 3 6. 4 5. 6 5. 3 13. 9 24. 0 18. 8
やや賛成 31.7 23.2 23. 2 23. 4 15. 6 16. 2 44. 6 51. 3 50. 0
やや反対 37.6 36.7 37. 2 40. 7 36. 2 36. 7 29. 5 17. 0 20. 9
反対 17.8 30.1 29. 6 25. 1 39. 6 38. 5 7. 9 4. 6 6. 5
DK,NA 5.0 3. 2 3. 7 4. 5 3. 0 3. 4 4. 2 3. 1 3. 8



















































韓国 中国 ロシア アメリカ
2009 2013 2017 2009 2013 2017 2009 2013 2017 2009 2013 2017
女性 + + + - + + + - - -
年齢 - + + - - - -
教育年数 - - - -
世帯収入 - - - +
階層帰属 +
生活不満 - - -
社会的不安 - - - - - - - - -
権威主義 + + + + + + + + + +
自民党好感度 + + + + + + + + +
純化主義 + + + + +
愛国主義 - - - - - - - - + + +






































まず「友愛志向」は 2009 年の 28. 8％から 2013
年の 27.8％、2017 年の 23.0％と漸減傾向にある。
2017 年の時点ではすべての外国に対する好感度
が高いケースは 2 割を超えるぐらいと少ないが、
そもそも 2009 年時点で 3 割を下回っていること
にも注意が必要である。このようなケースはもと
もと大きな割合を占めていなかったということで
ある。反対に、2009 年が 23. 3％、2013 年が
36. 0％、2017 年が 37. 7％と、一貫して増加して
いるのが「敵味方志向（嫌韓型）」である。2009
年時点では 2 割強であったのが、2017 年時点で
は 4 割弱を占めるに至っている。「敵味方志向
（親韓型）」は 2009 年の 47. 9％から 2013 年の




　2009 年 　2013 年 　2017 年 2009 年  2013 年  2017 年 

































友愛志向 28.8％ 27.8％ 23.0％
敵味方志向（親韓型） 47.9％ 36.2％ 39.3％
敵味方志向（嫌韓型） 23.3％ 36.0％ 37.7％






































































女性 0.46 0.50 0. 45 0. 52 0. 55 0. 41 0. 57 0. 57 0. 39
年齢 51.06 50.87 51.26 52.65 52.38 54.36 53.73 53.72 55.60
教育年数 13.35 13.26 13.30 13.19 13.21 13.23 12.99 13.01 13.18
世帯収入 635.02 606.91 618.09 541.90 598.88 563.97 560.88 551.48 584.53
階層帰属 3.00 2.91 2. 90 3. 00 3. 05 2. 98 3. 01 2. 92 2. 99
生活不満 2.30 2.39 2. 42 2. 26 2. 34 2. 32 2. 19 2. 32 2. 28
社会的不安 -0.19 0.01 0. 20 -0.07 0. 10 -0.05 -0.17 0. 10 0. 00
権威主義 0.07 0.01 -0.10 0. 03 -0.03 0. 00 0. 05 0. 00 -0.03
自民党好感度 0.15 -0.20 -0.41 0. 39 0. 38 0. 66 0. 67 0. 23 0. 52
純化主義 -0.03 -0.02 0. 08 -0.05 -0.05 0. 08 -0.06 -0.05 0. 09
愛国主義 0.02 -0.09 0. 15 -0.24 -0.10 0. 29 -0.08 -0.18 0. 24

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2018 年 10 月の「徴用工」裁判の判決後再び緊張
が高まっており、2019 年 8 月の日本側のホワイ
ト国排除およびそれに対する韓国側のGSOMIA
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